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＜連絡事項＞
・特になし
＜患者様連絡事項＞
・坂本　健治様～18日からの外泊は母が熱中症のためキャンセルとなっています。

・久保　興介様～退院後の初外来は青山荘の都合により31日～28日に変更になっています。

＜要注目患者様＞				
・川村　貞子様～多弁さ、過干渉が目立ち、預かりのコーヒーを飲まれてい
る等の被害的言動や他者への不満言動が聞かれている。トラブルなし。

・十日市　由紀子様～CT検査の結果は明らかな頭蓋内血腫や骨折線なく経過観察となっている。頭痛訴えや歩行時のふらつきなし。食事も摂れている。
							
＜村上Dr.診察＞
・処方内容の変更があった方はいません。

＜皮膚科診察＞
・高橋　康満様～背部の湿布かぶれに対しデルモゾールDP軟膏処方。
　　　　　　　　背中の表皮剥離は治癒となっている。

・久保　興介様～両足母趾に疼痛ありテラマイシン軟膏、頭皮の湿疹にはデルモゾールローションが処方。

・十日市　由紀子様～内服タベジール止め。前額部の裂傷にはガーゼ保護。
　　　　　　　　　　顔面にはデルモゾールクリームが継続処方。

・出川　功様～両足白癬にテルビナフィンが継続指示ある。

・中村　豊様～足にウレパールクリーム、臀部にアズノールが継続処方。

・中村　真理子様～陰部、肛門周囲に発赤、掻痒感ありエキザルベ、体幹両上肢に乾燥、落屑ありデルモゾールDP軟膏が処方となっている。
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